
令和７年度 高御堂小学校 第２回学校運営協議会【報告】 

                                          令和７年１１月２０日（木） 

                                                       １０：４５～１３：００ 会議室 

１ 会長あいさつ 

 ・ 地域と学校が相互に連携、協力をし、ひいては、学校を核とした地域づくりが進んでいく

とよい。地域学校協働活動についても、定期的な話し合いをもつなどしながら、子どもへの

支援、学校支援を進めていくことができるようになるとよい。 

 

２ ２学期の学校の様子 

（１）【教務主任】学習について 

・ 第１回学校運営協議会以後の行事や、今後の行事に

ついて紹介した。 

（２）【校務主任】生活について 

・ 小学校が行っている不審者対策に関して、不審者が

校内に侵入してしまった場合を想定した訓練や、未

然防止策について説明した。 

（３）【教頭】地域との連携について 

・ ２年目となった「高ボラ」の活動状況や成果と課題、スクールガード（以下ＳＧ）の皆様

からの登下校アンケートについて説明した。 

 

３ 協議事項・学校課題について 

  今回は、それぞれの立場から、学校とのかかわりや課題、今後行っていくことができるとよ

いことについて、ご意見をいただく形とした。 

 〇 地域学校協働活動について 

  ・ 「運動場ぴかぴか作戦」を行い、「登下校見守り活動」を今後行う予定である。 

  ・ 他の学校では、月に一回、例えば「毎月の第３木曜日の１０時」と決まった日時に、定

期的にミーティングを行っているところもある。また活動も、環境整備だけでなく、災害

対応訓練や資源回収、学習の補助などさまざまである。 

→ 高御堂小学校においても、活動の様子をしっかり情宣したり、「高ボラ」と連携をし

たりしながら、活動を拡大していくことができるとよいのではないか。 

 

〇 登下校についての学校、保護者や地域とのかかわりについて 

  ・ ＳＧや学校の継続的なかかわりで、挨拶が徐々にできるようになってきている。 

  ・ 「登下校見守り活動」の参加者が増えるとよい。 

   → さらなる周知を図ったり、地域学校協働活動と関連付けたりして、よりよい活動を目

指していくことができるとよい。 

  ・ 通学路の危険個所について 

   → 以下の箇所について、市に要望を続けていく。 

    ・ 松下町内のスクールゾーン舗装剥がれの補修や舗装の新設について 

    ・ 高御堂住宅東側の田んぼの中の道の通学路の表示について 

  ・ 下校時に列が乱れることが多い。どのように指導していくとよいか。 

   → 通学班会を活用して聞いたり伝えたりしていく。 

    ・ 用紙に書いてあること、書いていないことも含め、班長の困り感の把握を続ける。 

    ・ 下校時に大きな声で話していて車に気が付かずに危険だったり、別の班に行ってし



まったりすることがあるので、指導をしていく。 

 

 〇 ＰＴＡ活動の持続性について 

  ・ ＰＴＡ会長は、周りから大変に思われることもあるが、仕事や育児があっても十分やっ

ていける。さまざまな出会いや経験ができよかったと思っている。これまでの会長や会員

の皆様のおかげで、どんどん高御堂小学校ＰＴＡのイメージがよくなっているのを感じ

る。 

   → これからも「これならできる」「これならやりたい」と思えるＰＴＡ活動が続けてい

けるとよい。 

 

 〇 運動会で使用しているテントの設置について 

  ・ 各地区、午前中の学校運動会、午後の地区運動会のために、テントを設営するというこ

とについてはおおむね賛成だが、設営するための人手不足に悩みがあるのではないか。 

   → 今後の方向性について、検討していくことができるとよい。 

    ・ 自分の地区に限らず、手伝い合えるような時間の設定にするとよいのではないか。 

    ・ 運動会の実施時期が１０月末となり、以前より涼しい時期での開催になったため、

テントの必要性についても検討するとよいのではないか。 

 

 〇 民生児童委員の立場での子どもとのかかわりについて 

  ・ いじめの問題や不登校の子どもたちに対して、何かすることはできないかと考え活動し

てきた。 

   → 不登校の子どもに対しては、登校前に仲のよい子と会う機会を設けることで、学校に

行くことができたこともある。学校も、民生児童委員との関係を大切に、より深くしな

がら、教育活動を行ってほしい。 

  ・ 子どもたちには、自分の言葉に責任や自信をもって話をすることができるようになって

ほしい。 

 

 〇 高御堂小学校区体育振興会や高御堂小学校教育後援会とのかかわりから考えること 

  ・ 学校と地域の行事がつながり合いながら「登下校見守り活動」や「あいさつ運動」など

が広がっていくとよいのではないか。 

・ 子どもたちが小さなことから、地域のことを大人と一緒にやるようにしていくとよい。 

   → 「高ボラ」の活動について、子どもたちも協働できるように活動を工夫したり、校内

で子どもたちによる「高ボラ」活動を進めていったりできるとよいのではないか。 

   → 大人になったときに必要な共に生きるための学びにつながるので、子どもたちも一緒

に進めていくことができるとよいのではないか。 

 

 ○ 高御堂小学校ボランティア「高ボラ」について 

  ・ 「高ボラ」の人数が増えている。「高ボラ」がある

こともしらなかった人もいると思うので、活動内容も

含めて、多くの人に情宣していくことができるとよい

のではないか。 

   → 学校運営協議会としても、夏休み後の除草作業へ

の参加、校外学習への補助に協力していきたい。 

 


